
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 広島県立教育センター 

小学校の部 



 

 

紹 介 作 品 
 

＜特選＞ 

 

学校名 学年 氏名 作品名 備考 

安田学園安田小学校 1 池田 瑛心 さかなのなかからほうせきはっけん！ 

広島テレビ賞 

【全国出品】 

全国連合小学校長会

会長賞 

広島市立宇品小学校 2 井上 加梨 おならの音のけんきゅう 広島県教育委員会賞 

呉市立呉中央小学校 3 澤 圭一郎 カニは見えている？ ～カニの動き方から～ 

広島県教育委員会賞

【全国出品】 

日本ＰＴＡ 

全国協議会会長賞 

呉市立警固屋小学校 4 川口 絢子 みんなで使おう オノマトペ 広島県教育委員会賞 

呉市立吉浦小学校 5 小加本 芽依 鳥をよぶ!?バードコールのひみつ 広島県教育委員会賞  

広島市立伴南小学校 6 世良 拓也 とけるこおるの不思議 

広島県教育委員会賞 

【全国出品】 

全国都道府県教育 

委員協議会会長賞 

 

 

＜科学賞委員会特別賞＞ 

 

学校名 学年 氏名 作品名 

呉市立荘山田小学校 2 𠮷岡 大智 アイラブ♡カブト虫パート２ 

 

 

＊作品名は、原本どおりに記載しております。 

＊紹介画像は、研究内容を分かりやすくパネルにまとめていただいたものです。 

パネルの現物は、広島県立教育センター 本館 ２階ロビーに掲示してあります。 

当センターへお越しの際は、ぜひ、足を運んでください。 



 



 

【特選】              安田学園安田小学校  第１学年  池田 瑛心 
 

 
 

 
 

 
 
 
【講評】 
日常生活の一コマから課題を見付け、丁寧に記録したことを子供らしいまとめ方でまとめ、比較・分

析を行っている優れた作品である。 
 
 
 
 

＊第 60 回 全国児童才能開発コンテスト 科学部門＊ 

全国連合小学校長会会長賞 
 

工夫した点 

・いろいろな魚の「ほうせき」が欲しかったので、出来るだけたくさんの種類の魚を集めてくらべて
みた。その時、切り身ではなくて、丸ごと一匹で売られているものを選んだ。 

・調べた魚の「ほうせき」は、料理した後の状態もくらべてみた。 
・集めた「ほうせき」を、大きさや色・形で比べるだけではなくて、魚の体の大きさや住んでいる場
所など、色々な部分でもくらべてみた。 

分かった点 

・「ほうせき」である水晶体は、どんな魚でも丸くて透明だったが、大きさは魚によって全然違った。
目の大きさは関係しているけれど、体の大きさは関係していなかった。 

・水晶体の大きさは、深い所に住んでいる魚が大きく、浅い所に住んでいる魚の方が小さいことが多
いけれど、そうでもない魚もいた。 

・生の水晶体は、そのままだとシワが入ってしまう。料理後の方が丸いままだけど、色が白くなって
しまい、「ほうせき」のままとっておくのが難しい。 

もっと追究したい点 
・今回は 16 種類の魚をくらべてみたけれど、50 種類や 100 種類くらい、もっとたくさんの魚でも調
べてみたい。 

・水晶体の他にも、ヒレ、歯、エラ、骨、ウロコなどが魚によって形が違っていて面白かったので、
他の部分でも集めてくらべてみたい。 

・体の大きさとくらべて、目がすごく小さい魚とすごく大きい魚がいたので、なぜそうなったのかも
調べてみたい。 





 

【特選】              広島市立宇品小学校  第２学年  井上 加梨 
 

 
 

 
 

 
 
 
【講評】 
子供らしい素朴な疑問から課題を見付け、身近にある物を使って実験を行い、自分なりの結論を導き

出している優れた作品である。 

工夫した点 

「おならの音の仕組み」を調べるために実験を行った。風船を使ったモデル実験で出た予想外の結果
や新たな疑問に対して追加実験を行い、最終的には「本物のおなら」の周波数を調べて仮説を検証
した。 

分かった点 
【風船モデル実験から】 
・口の形（太さと長さの比率）で音の出やすさが決まること 
・口が細いと高い音になること 
・口をすぼめると音を高く変えることが出来ること 
・空気の勢いが弱いと音がなくなること 
 
【本物のおならから】 
・風船モデルと同様の結果が得られたこと 
・体（肛門管）の大きさでおならの一番低い音が決まること 
・お尻（肛門括約筋）に力を入れると音が高くなること（低くは出来ない） 

もっと追究したい点 

大人と子供のおならの音の違いは今回の実験で理解できたが、体格の違いなどをもっと細かく調べ
て、体格を見ればおならの音が予想できるようになると面白いと思う。 



 



 

【特選】             呉市立呉中央小学校  第３学年  澤 圭一郎 
 

 

 

 

 

【講評】 

身近な事象から抱いた疑問を解決するために根気強く実験・観察を行い、研究した内容についてスケ

ッチを踏まえながらまとめている優れた作品である。 

 

 

＊第 60回 全国児童才能開発コンテスト 科学部門＊ 

日本 PTA全国協議会会長賞 

工夫した点 

・カニに近づいたとき、いつもカニは狭い所に逃げていた。「なぜカニは狭くて暗い所がわかるのだ

ろう」という疑問を解決するために、「カニの『見える』ひみつ」について、実験や観察をして調べ

ていった。 

・大・中・小３匹のカニの動き方で、カニの『見える』について実験・観察をし、信頼性を得るよう

にした。 

・カニは「狭くて暗い所」に逃げると予想し、動き方を確かめるために段ボールで実験装置を作り実

験を行った。動き方の信頼性を得るため、実験装置は９パターン作った。 

・実験結果が予想と違う結果になったため、実験装置を修正し、もう一度実験をした。それでも実験

結果が予想と違う結果になったため、段ボールの中の実験場所ではなく、部屋全体を実験場所にし、

再度実験を行った。 

・実験結果を表や数でまとめ、そこから分かるカニの動き方をまとめた。 

・まとめたカニの動き方とともに、カニの目についても観察を行い、それらから分かったことを使っ

て、カニが逃げないように近づくことができるか、実際に音戸（おばあちゃんの家）の庭にいるカ

ニで確かめた。 

分かった点 

① カニは、 

 ・部屋の中の「狭くて暗い所」になるテレビボードの下に逃げる。 

 ・必ず壁に引っ付いて端を歩く。 

 ・右側によく動き、壁を背にして動く。 

 ・「狭くて暗い所」を見付けるために目を使っている。 

② カニの目は、 

・甲羅の中ではなく、おなか側についている。 

 ・目には付け根があり、つき出ている。 

 ・親指みたいな形をしている。 

 ・警戒しているときなどは、周りの様子を見ようと目がもっと飛び出す。 

 ・新しい方向に動くときに目を動かす。 

 ・目は左右、上に動き、背中側（上）によく動く。 

③ カニの『見える』ための体の特徴は、 

・下が見えるように、目が突き出ていて、甲羅がおなか側に傾いて丸くなっている。 

④ カニに逃げられないようにするには、 

・カニの背中側にまわり、カニの左側からついていき、姿勢をカニより低くする。 

もっと追究したい点 

カニは、目だけではなく、音でも敵が近づくのが分かるのか詳しく調べてみたい。 



 



 

【特選】              呉市立警固屋小学校  第４学年  川口 絢子 
 

 
 

 
 

 
 
 
【講評】 
身近な事象から抱いた疑問を解決するために根気強く実験・調査を行い、さまざまな視点における分

析を踏まえながらまとめている優れた作品である。 

工夫した点 
・データをたくさん集めた。昨年度までの３年間はコロナ禍で対人での実験協力をお願いできなかっ
たので、今回は多くの人に色々な形で協力してもらえて嬉しかった。 

・オノマトペという形のないものを、いかに科学的に分析できるかと、様々な面からその切り口を考
えた。 

分かった点 

・オノマトペには人の心と体をコントロールする力があり、無意識のうちに日々の生活の中で使って
いる。 

・音（言葉）は他人と共有するだけでなく、自分を動かすこともできる。 
・学校で習うわけでもないのに、ほとんどの人が共通認識として使っているが、これは日本ならでは
の文化であることも分かった。 

もっと追究したい点 

・オノマトペが心や体にもたらす効果（ビフォー・アフター）を具体的に調査したい。 
・広島県科学賞の受賞者一覧に、オノマトペの効果を測定したと思われる作品があったので、同じよ
うな研究をしている人と情報交換する場があったら嬉しい。 



 



 

【特選】              呉市立吉浦小学校  第５学年  小加本 芽依 
 

 
 

 
 

 
 
 
【講評】 
バードコールに着目して独自の研究を行っており、今後の成果が期待される、優れた作品である。 

工夫した点 

・いつでも研究を進めることができ、データの信頼性を高めるために、家にいる９羽のブンチョウを
研究の対象にした。 

・バードコールやメトロノームなど、作成や準備が容易なものや身の回りにあるものを実験の道具に
した。 

・最初に自由に試しておいたり、あらかじめ木材による音の特徴を把握したりすることで、仮説や予
想を明確にして実験できるようにした。 

・実験ごとに考察することで、他の実験の考察を踏まえることができるようにし、考察を深めていく
ことができるようにした。 

・一度考察を終えた実験でも、別の角度でもう一度見直してみて言えることはないか考えることで、
反応に関係する条件か、そうでないかを明らかにした。 

分かった点 

・バードコールで音を出すときは、30秒ぐらいは続けた方がよい。 
・ブンチョウという同じ種であっても、個性がある。それぞれのブンチョウにより、反応のしやすさ
や反応の条件に違いがある。 

もっと追究したい点 
・バードコールで音を出す時間は、30 秒より長い方が、反応がよくなることはないのか調べてみた
い。 

・最も反応があったすりこぎの材料の木の名前は何かを明らかにしたい。 
・母が言っていた「周波数」など、他の条件も考えて調べてみたい。 
・ブンチョウで調べたことが、ブンチョウ以外の鳥にもあてはまるのか調べてみたい。 



 



 

【特選】              広島市立伴南小学校  第６学年  世良 拓也 
 

 
 

 
 

 
 
 
【講評】 
研究結果から見出した方法を用いて、果汁 20％ジュースを濃縮させて果汁 100％ジュースを作ろうと

したり、融けにくい氷を作ろうとしたりするなど、児童の創意工夫と主体的に研究に取り組む態度が際
立つ優れた作品である。 
 
 
 
 

＊第 60 回 全国児童才能開発コンテスト 科学部門＊ 

全国都道府県教育委員協議会会長賞 

工夫した点 
・実験を進めていく中で、実験方法の見落としに気付いたり、新たな疑問を見出したりできるよう、
実験の過程や結果を丁寧に扱い、実験につながりをもたせた。 

・現象に対して、自分なりの仮説を立てて、実験方法を考えたり、考察をしたりすることで、実験が
発展していった。 

・１回の実験で結果を導くのではなく、ものの種類や量を変えて複数回実験をすることで客観性、再
現性のある実験にすることができた。 

・研究した内容を生かした「チャレンジ課題」に取り組んだ。 

分かった点 
・液体をこおらせると体積が増えるが、水とお茶では体積の増加に大きな差はない。 
・水の中には空気などが含まれており、完全な氷になる少し前に白くにごったようになる。こおらせ
るスピードを遅くしたり、途中で水を入れ替えたりすることで白いにごりの少ない氷を作ることが
できる。 

・透明な氷（白いにごりの少ない氷）は普通の氷と比べて長持ちする。 
・液体の成分によってこおる温度がちがう。お茶は水からこおり始め、お茶の成分は最後の方にこお
る。溶けるときはその逆で、お茶の成分から溶け始める。そのため、お茶をこおらせるとお茶成分
がかたよった氷となったり、最初に飲んだお茶は濃い味がしたりすることにつながる。 

もっと追究したい点 
・コンビニで売っているような透明な氷を作ろうとした。沸とうさせた水を使ったり、ゆっくりとこ
おらせたり、白いモヤになる原因の水を入れ替えたりすることで、より透明な氷に近づいたが、完
全に透明な氷にすることができなかった。家の冷凍庫では温度の管理が難しかったり、作れる氷の
大きさにも限界があったりと難しい。どうやったら完全に透明な氷が作れるか調べたい。 

・「均等にとけるお茶作り」では、お茶を低い温度で一気にこおらせることに成果があった。家では、
氷に食塩を入れることで－14℃にすることができたが、もっと温度を下げて、もっと早く氷を作っ
て調べたい。 



 



 

【科学賞委員会特別賞】       呉市立荘山田小学校  第２学年  岡 大智 
 

 
 

 
 

 
 
 
【講評】 
子供らしい思いや願いを出発点として、様々な条件を設定した実験や幼虫の行動を根気強く観察し、

結果を分かりやすくまとめた優れた作品である。 

工夫した点 

・「幼虫のフンが畑の草を生えにくくしている？」という予想が合っているのかを確かめるために、
フンに注目して色々な角度から徹底的に調べた。 

分かった点 

・幼虫のフンの中に、草を生えにくくする成分が含まれている可能性が高いことが分かった。 
・草が生えにくいことは、畑にとっては嬉しいことであるが、他の植物の成長の邪魔をしてしまうこ
ともあることも分かった。 

もっと追究したい点 

・成虫になったカブト虫は、毎年メスの方が長生きをしている。メスが長生きできる秘密が何なのか
を調べたい。 


